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わをもって とうとしとなす

地域の先生方 ありがとうございます
五和小学校の素晴らしい宝物のひとつが豊かな地域の先生方です。登下校時を中心

に子供たちの安全を見守ってくださっている防犯パトロールの皆さん、読み聞かせボ
ランティア「オリーブの会」の皆さん、各学年の総合的な学習の時間や生活科、社会
科といった授業で「ゲストティーチャー」として、体験活動のサポートやお話をして
くださる皆さん等、「地域の先生方」がたくさんいらっしゃいます。
地域学校協働活動推進員の泉さえみ先生のコーディネートにより、今年度もたくさ

んの方にお世話になりました。地域の先生方と笑顔でつながることで、子供たちはふ
るさとのよさを実感しながら多くの学びを得ることができました。本当にありがとう
ございました。今年度お世話になった活動の１部を紹介します。

３年生以上を対象に、１２月に熊本県学力・学習状況調査を行いました。国語、算
数の２教科と質問紙調査です。１月末に結果が届きましたので概要をお知らせします。
個人の結果については２５日の授業参観時にお配りする予定です。
国語では５年生、算数では３年、５年、６年生が全国平均値を上回りましたが、そ

の他の学年はわずかに平均値に届かない結果でした。算数に比べて国語に課題が見ら
れる点は、４月の全国学力・学習状況調査の結果と同様です。特に「話す・聞く」力
に課題が見られました。課題の改善に向けて授業の中で、自分の考えをもってそれを
表現したり、自分の考えと比べて他者の話を聞いたりする活動に取り組んでいます。
質問紙調査では、全体的に「学習習慣」「生活習慣」に課題が見られました。自分

で家庭学習に取り組んだり、決まった時間に寝たり自分で起きたりするような基本的
習慣に課題があるようでした。進級を控えたこの機会にぜひ自立に向けた声かけをお
願いします。懇談会での話題にしていただけると有り難いです。

熊本県学力・学習状況調査結果
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作品表彰・入賞者の紹介

１（金）送別遠足
５（火）地区児童会
７（木）児童総会
８（金）４時間授業（給食あり）

１０（日）五和中学校卒業証書授与式
１２（火）学校運営協議会
１３（水）卒業式全体練習開始
１９（火）卒業式予行
２０（水）春分の日
２１（木）修了式 大掃除 卒業式準備
２２（金）第10回卒業証書授与式
２３（土）春休み（４／７まで）
２８（木）退任式

３月行事予定

【「家庭の日」あったか家族コンクール】 「絵にっき」小学校高学年部門
優秀賞 「七草がゆ」 ６年 小嶺さん

４月行事予定（Ｒ６年度）

８（月）就任式・始業式
９（火）入学式

★４月からの新年度行事につきましては
現在最終調整をしておりますので、次号
でお知らせいたします。

★２月２５日（日）は、今年度最後の授
業参観（学習成果発表会）と第２回ＰＴ
Ａ総会、学級懇談会を予定しています。
ご多用な中と存じますが、ご参加いただ
きますよう、よろしくお願いいたします。
なお、感染防止対策につきましても、

引き続きご協力をお願いいたします。

心のアンケート結果より
11月に実施した「心のアンケート」では、96.1％の児童が「学校が楽しい・まあま

あ楽しい」と回答しており、昨年度の95.9％とほぼ変わらない状況でした。
いじめに関する質問では、4.6％の児童が「今の学年でいじめられたことがある」

と回答しており、前年度よりも0.2％増えています。個別の教育相談や、当事者への
指導を通して解決と再発防止に努めています。すべての児童が毎日楽しく登校し、仲
間とともに成長を実感できるような学校生活を過ごせるよう努力してまいりますので、
お子様のことで気になる様子などがありましたらいつでもご相談いただきますようお
願いします。
「授業がわかる・まあまあわかる」と回答した児童は88.4％で、前年度の調査から
6.8％減少しています。学校では、子供たちが「わかった、できた」を実感できるよ
うな授業づくりを今以上に工夫してまいります。わからないことをそのままにしない
ような学びに向かう姿勢の育成や、授業で学習した内容を宿題や自学といった家庭学
習とリンクしながら定着させていく取組についても、ご家庭のご理解をいただきなが
ら同時進行で進めていきたいと考えています。

インターネットに関する質問（五和小）

接続可能な端末所有 57.1％
家庭のルールがある 74.0％
ルールを守れている 83.1％
平日２時間以上利用 34.1％
平日３時間以上利用 15.6％

インターネットに関する質問項目では、６割近い
児童が接続可能な端末を持っており、そのうち４人
に１人は家庭でのルールが決められていないと回答
しています。ルールがあっても守れていると回答し
た児童は８割程度です。平日２時間以上の使用が約
34％、３時間以上使用が約15％といった状況です。

インターネットは、私たちの暮らしをよりよくするために欠かすことのできない大
切なツールです。しかし、決められたルールのもとで正しく使うことができないよう
であれば、当たり前のことが当たり前にできなくなってしまったり、思わぬトラブル
に巻き込まれたりする危険もあります。家庭でのルールの確認をお願いします。


